
温故知新 （古代文明のおこり）

人々の共同の働き・農業の発達 ←←← むらの長老が管理

↓（工事、戦争の指揮）

↓

（ ）の一部を税としてとる支配者

↓

（ ）や（ ）を子孫へ継がせる

支配する者と支配される者 ↓

[国王･貴族] [民衆･奴隷] 他の支配者と争う→広い土地と人々を支配

↓↓

↓↓

国家の誕生（紀元前３５００～１６００年頃）
［ ・ ・ ・ ］

の４地域

［ ］と［ ］の使用

↓

文明のはじまり

［エジプトの文明］ （紀元前３０００年頃）

［ ］川流域に統一国家

・ 巨大な［ ］をつくる。

・ かんがい用の水路をつくり、農業を発展させた。

・ ［ ］をつくる。

・ 絵文字［ ］を使用。

Ｎｏ．３

ピラミッド

王の墓として作られた、エジプトの代表的建造物で、現在約８０基が知られ

ている。底辺が正方形の四角錐の形をとり、四つの辺は東西南北に面する。こ

の形は太陽光線をかたどったものと考えられている。石灰岩の切り石を下から

順に積み上げ、最後に角を削り落としてなめらかな斜面に仕上げた。斜面の傾

斜は約５２度ある。巨大ピラミッドが活発に建設されたのは、紀元前２８００

年頃から２５００年頃にかけてである。もっとも大きいクフ王のピラミッドは

底辺２３０ m、高さ１４５ｍで、平均２ .５トンの石を２７０～２８０万個積

み上げたと計算されている。働いたのは奴隷でなく農民で、農閑期にあたる洪

水期の３ヶ月間があてられた。巨大ピラミッドの場合、１０万人が２０年間働

いて完成した。

太陽暦

エジプト人は、毎年おこるナイル川の洪水がいつ始まるのかを正確に知ろう

と努力した。そして、シリウス星が夜明け前に地平線上に輝きだすと、その数

日後にメンフィス（今のカイロ付近の都市）に洪水が押し寄せることを知った。

そこで、次の洪水がくるまでを１年とし、１ヶ月が３０日、１２ヶ月で３６０

日からなる暦を作った。やがてシリウス星が１年に５日遅れてあらわれること

を発見し、どの月にも属さない５日を加えて合計３６５日とした。しかし、１

太陽年は、３６５ .２４２２日であるのに、エジプトではこの端数を無視した

ので、暦と季節がしだいにずれてしまう。エジプト人はこれに気づいていたが、

閏年をおくことはせず、重要な祭りや行事の日付の方をずらしていった。閏年

をおいたのは、紀元前３世紀になってからである。


